
					長瀞アルプス	 宝登山・・・	臘梅のほのかな香り（２班山行）	

日	 時：２０１９年２月７日（木） 
参加者：Ｌ岩崎、ＳＬ宮田(晶)、鈴木豊、丸山宏、小澤、渡辺桂子、鈴木ひさ子、須田、北村(記) 
行	 程：松戸駅 6:42＝野上駅 9:10/9:25－万福寺 9:40－野上峠 10:50－宝登山 11:50/12:40 
	 	 	 	 －宝登山神社 13:50/14:00－長瀞駅 14:10 
高崎線に乗るのは何十年振りだろうか、昨今の上越方面の登山は車で行くことがほとんどだ。大宮を過ぎて

宮原、上尾、北本・・・懐かしい駅が次々に熊谷で秩父鉄道の派手な絵柄の電車に乗り換えローカル線特有

のつなぎ目の多い線路を走り野上駅で下車。身支度を調えて出発。北面の登山道はまだ先般の残雪があり凍

っている箇所が所々あったが幸いにも緩やかな登りであったのでアイゼンは着用せずに済んだ。一端林道に

出て暫く歩き再び登山道に入るが急な階段の連続で残雪も多く滑らないように気をつけて登り山頂へ。山頂

は南面が開けており武甲山がいやがおうにも

目に飛び込んでくる。 
陽射しが注ぐ南面は臘梅園になっておりロー

プウエイで上がってきた観光客も多く大変な

賑わいだ。今年は寒い日が続いているためか

開花が遅いようで例年だと満開の時期ではな

いかと思われるが七～八分咲き程である。し

かしながらほのかな甘い香りを漂わせてとて

も綺麗だ。山頂からの眺めは先の武甲山に続

いて西に目を向けると一際高く聳える両神山

と北へ伸びる岩稜の八丁尾根が望まれ眺めも

素晴らしい。風も無く燦々と降り注ぐ陽射し

の元で岩崎さん、宮田さんが用意してくれた

お汁粉をいただく。甘くて美味しく疲れも吹っ飛んでいった。少し下った所には金縷梅がそして福寿草も丁

度見頃に咲いていた。お花観賞を十分に楽しんで宝登山神社の奥宮に立ち寄り下山。林道は残雪が氷ってい

て思わず尻餅を着く人もいたがそれも愛嬌。無事宝登山神社まで下りお参りして長瀞駅にて解散、男組３人

組は秩父の「祭の湯」に浸かり軽く飲んで帰宅の途につく。楽しい山行を計画していただいたリーダー、サ

ブリーダーに感謝です。 
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自主山行：会員個人が主催し、公募しない山行。	
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